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前
ぜん

回
かい

は、超
ちょう

高
こう

級
きゅう

電
でん

卓
たく

のマセマティカ（Mathe-
matica）を使

つか

って、基
き

本
ほん

操
そう

作
さ

から連
れん

立
りつ

方
ほう

程
てい

式
しき

（つるかめ算
ざん

）を解
と

くところまで
やってみた。今

こん

回
かい

はマセマティ
カでいろいろなグラフを描

えが

いて
みよう。先

せん

月
げつ

号
ごう

を読
よ

んでいない
人
ひと

や復
ふく

習
しゅう

したい人
ひと

は、スタプロ
のバックナンバーを読

よ

んでね。
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Raspberry Pi
大活用

はじめよう

キットの情報は 
KoKa Shop!へ
定期購読者特典割引 

あり
購入ページ

一次関数のグラフ

では、手
て

始
はじ

めに一
いち

次
じ

関
かん

数
すう

のグラフを描
えが

いてみよ
う。最

さい

初
しょ

は超
ちょう

簡
かん

単
たん

に、こんな式
しき

はどうだろう。
y = x
これは、yの値

あたい

はいつもxと同
おな

じになる、という
意

い

味
み

だ。
マセマティカでは、グラフを描

えが

くために「Plot」とい
う命

めい

令
れい

を使
つか

う。Plotは「描
びょう

画
が

する」という意
い

味
み

。右
みぎ

上
うえ

のように入
にゅう

力
りょく

（In）しよう。大
おお

文
も

字
じ

と小
こ

文
も

字
じ

も正
ただ

し
く入

にゅう

力
りょく

してね。改
かい

行
ぎょう

するときは「Enter」キーを押
お

そう。
ただし「Shift」キーと一

いっ

緒
しょ

に押
お

すと実
じっ

行
こう

しちゃうので
注
ちゅう

意
い

。今
こん

回
かい

は「In」の表
ひょう

示
じ

を省
しょう

略
りゃく

しているよ。 

マセマティカの起動

スタートメニューの「プログラミング」から
「Mathemat ica」を選

えら

んで、マセマティカを起
き

動
どう

しよう。起
き

動
どう

したら、ノートブックのウィンドウをク
リックして手

て

前
まえ

に出
だ

す。詳
くわ

しい手
て

順
じゅん

は、前
ぜん

回
かい

の
バックナンバーを見

み

てね。

一次関数と二次関数ってナニ？

今
こん

回
かい

は、「関
かん

数
すう

」のグラフを描
えが

くんだけど、これ
は中

ちゅう

学
がっ

校
こう

で習
なら

う内
ない

容
よう

だ。そこで、小
しょう

学
がく

生
せい

のみんな
のために、まずは関

かん

数
すう

について説
せつ

明
めい

しよう。
関
かん

数
すう

を簡
かん

単
たん

にいうと、「2つの変
へん

数
すう

x、yがあり、
xの値

あたい

を決
き

めるとyの値
あたい

も決
き

まるとき、yはxの関
かん

数
すう

である」となる。あんまり簡
かん

単
たん

じゃない？
では、例

れい

を挙
あ

げて説
せつ

明
めい

しよう。例
たと

えば「y＝2x
＋5」という式

しき

があるとする。xに3を入
い

れると、右
う

辺
へん

は「2×3＋5」となり、yは11になるね。つ
まり、xの値

あたい

を決
き

めたことで、yの値
あたい

も決
き

まったとい
うわけ。これが関

かん

数
すう

だ。

「一
いち

次
じ

」や「二
に

次
じ

」というのは、xを何
なん

回
かい

掛
か

け
ているかを表

あらわ

している。さっきの式
しき

は「2x＋5」
だったので「一

いち

次
じ

関
かん

数
すう

」。もし「2x2＋5」なら、
xを2回

かい

掛
か

けている（自
じ

乗
じょう

（二
に

乗
じょう

）している）ので
「二

に

次
じ

関
かん

数
すう

」になる。関
かん

数
すう

についてはこのくらい
にして、さっそくグラフを描

えが

いてみよう。
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前
ぜん

回
かい

やったように、1行
ぎょう

目
め

の「=」は、比
ひ

較
かく

では
なく代

だい

入
にゅう

の意
い

味
み

だね。
2行

ぎょう

目
め

の「Plot［］」の中
なか

にある「y, {x, -10, 
10}」は、xの範

はん

囲
い

を-10から10までとしたときの
yのグラフを描

えが

くことを表
あらわ

している。「{」と「}」で囲
かこ

んでいるのは、複
ふく

数
すう

の要
よう

素
そ

を持
も

つリストだからだ。
式
しき

を入
にゅう

力
りょく

したら「Shift」キーを押
お

しながら
「Enter」キーを押

お

して実
じっ

行
こう

しよう（グラフ①）。

「Out[1]」は、最
さい

初
しょ

の式
しき

の「y = x」の結
けっ

果
か

、
「 Out[2]」が2番

ばん

目
め

の式
しき

のPlo tの結
けっ

果
か

のグラ
フだ。グラフの横

よこ

軸
じく

が「x」で、縦
たて

軸
じく

が「y」。x
とyの関

かん

係
けい

が、右
みぎ

肩
かた

上
あ

がりの直
ちょく

線
せん

で表
あらわ

されている
ね。例

たと

えばxが5のとき、yも5になっているよね。
このグラフから、yの値

あたい

がいつもxの値
あたい

と同
おな

じであ
ることが読

よ

み取
と

れる。
ただ、このグラフは縦

たて

横
よこ

の比
ひ

率
りつ

が黄
おう

金
ごん

比
ひ

（ 1 : 
1.61803…）になっているので、xとyの関

かん

係
けい

が
ちょっとわかりにくい。 これを変

か

えるには、
「 AspectRat io」というオプションを使

つか

うよ。関
かん

数
すう

は前
まえ

と同
おな

じなので、「y = x」は入
にゅう

力
りょく

しなくても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だ。

この式
しき

を入
にゅう

力
りょく

するときは、前
まえ

と違
ちが

うところだけを
変

か

えたり、すでに入
にゅう

力
りょく

してある式
しき

をコピー＆ペースト
したりすると楽

らく

だよ。「→」は、「-」「>」を順
じゅん

番
ばん

に
押

お

せばOK。その後
あと

の「Automatic」は「自
じ

動
どう

」と
いう意

い

味
み

だ。この式
しき

を実
じっ

行
こう

したのがグラフ②だ。
さっきより見

み

やすくなったね。これに目
め

盛
もり

線
せん

がつ
くと、もっと見

み

やすそうだ。目
め

盛
もり

線
せん

を表
ひょう

示
じ

するオプ
ションは「GridLines」だよ（グラフ③）。

追加した部分

グラフ①

グラフ②

グラフ③

追加した部分

追加した部分

では、次
つぎ

にyの増
ふ

え方
かた

を変
か

えてみよう。グラフの
傾
かたむ

きが変
か

わるぞ。
y = -1/2 x

「-1/2」がグラフの傾
かたむ

きを表
あらわ

しているよ。この式
しき

がどんなグラフになるか想
そう

像
ぞう

できるかな？

グラフ④

右
みぎ

肩
かた

下
さ

がりで、傾
かたむ

きがさっきの半
はん

分
ぶん

（1/2）に
なったね（グラフ④）。例

たと

えば、xが4のとき、yは
-2になっている。今

こん

度
ど

は、このグラフを上
うえ

に（y軸
じく

の＋方
ほう

向
こう

に）動
うご

かしてみよう。
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y = -1/2 x + 4
これで直

ちょく

線
せん

が上
うえ

に「4」動
うご

くはず。この「4」のこ
とを切

せっ

片
ぺん

というんだ（正
せい

確
かく

にはy切
せっ

片
ぺん

）。
実
じっ

行
こう

してみよう（グラフ⑤）。グラフを読
よ

むと、x
が0のとき、yは4になっていることがわかるね。

変更した部分

変更した部分

変更した部分

追加した部分

グラフ⑤

グラフ⑥

グラフ⑧

グラフ⑦

二次関数のグラフ

同
おな

じようにして、二
に

次
じ

関
かん

数
すう

のグラフも描
えが

ける。
y = x2

この式
しき

は「y = x×x」と同
おな

じ意
い

味
み

だ。自
じ

乗
じょう

（二
に

乗
じょう

）は「^」で表
あらわ

すから、入
にゅう

力
りょく

する式
しき

はこうなる。

実
じっ

行
こう

すると、ものすごく細
ほそ

長
なが

いグラフになった
ぞ！（グラフ⑥）こんな形

かたち

の線
せん

のことを放
ほう

物
ぶつ

線
せん

という
んだ。上

じょう

下
げ

を逆
さか

さまにすると、物
もの

を投
な

げたときの、
位

い

置
ち

の変
へん

化
か

を表
あらわ

すような線
せん

になるね。

ちょっと細
ほそ

長
なが

すぎるので、xの範
はん

囲
い

を-5から5ま
でに変

か

えておこう（グラフ⑦）。

複数のグラフの交点を求める

このグラフに、さっきの一
いち

次
じ

関
かん

数
すう

のグラフを重
かさ

ね
て表

ひょう

示
じ

することもできる。
どちらにも変

へん

数
すう

のyを使
つか

っているので、区
く

別
べつ

するた
めに1つを「y0」という名

な

前
まえ

に変
か

えたよ（グラフ⑧）。

2019.4  79

ところで、この2つのグラフがぶつかっていると
ころ、つまり交

こう

点
てん

の座
ざ

標
ひょう

（点
てん

の位
い

置
ち

を指
し

定
てい

する数
かず

の組
くみ

）を調
しら

べてみたい。でも、目
め

で見
み

てもよくわか
らないね。こんなときも、マセマティカは自

じ

動
どう

で答
こた

えを出
だ

してくれるんだ。
まず、変

へん

数
すう

yをクリアしておこう。

交
こう

点
てん

の座
ざ

標
ひょう

を求
もと

めるための式
しき

は下
した

のようにな
る。「NSolve」は前

ぜん

回
かい

使
つか

った「N」と「Solve」を
組

く

み合
あ

わせたもので、解
と

いた結
けっ

果
か

を数
すう

値
ち

で返
かえ

して
くれるんだ。

ここでは、「=」じゃなくて「==」を使
つか

っていること
に注

ちゅう

意
い

しよう。これは、代
だい

入
にゅう

じゃなくて、式
しき

の左
さ

辺
へん

と右
う

辺
へん

が等
ひと

しいという意
い

味
み

だったね。実
じっ

行
こう

するとこ
うなるよ。

グラフ⑧を見
み

ると、この値
あたい

が交
こう

点
てん

の座
ざ

標
ひょう

を表
あらわ

し
ていることがわかる。ところで、これって前

ぜん

回
かい

のつ
るかめ算

ざん

の連
れん

立
りつ

方
ほう

程
てい

式
しき

にちょっと似
に

てると思
おも

わな
い？ 式

しき

が2つで、求
もと

めたい変
へん

数
すう

も2つ。実
じつ

は、グ
ラフの交

こう

点
てん

を求
もと

めるということは、連
れん

立
りつ

方
ほう

程
てい

式
しき

の
解
かい

を求
もと

めるのと同
おな

じことなんだ。ということは、つる
かめ算

ざん

もグラフで表
あらわ

せる、ということだ。

つるかめ算をグラフで表す

前
ぜん

回
かい

の問
もん

題
だい

は、ツルとカメが合
あ

わせて10匹
ぴき

、
足
あし

の数
かず

の合
ごう

計
けい

が28本
ぽん

だったときの、ツルとカメの
それぞれの数

かず

だったね。
入
にゅう

力
りょく

した式
しき

と答
こた

えは、こうだった。

この式
しき

をグラフで表
あらわ

すためには「ContourPlot」
という命

めい

令
れい

を使
つか

うんだ。「Contour」は「等
とう

高
こう

線
せん

」と
いう意

い

味
み

で、この式
しき

を満
み

たす点
てん

の集
あつ

まりを線
せん

として

グラフ⑨

描
えが

いてくれる。
この式

しき

を実
じっ

行
こう

したのがグラフ⑨。このグラフは、
横
よこ

軸
じく

がtsuruで、縦
たて

軸
じく

がkameなので、tsuruが
6、kameが4のところで、グラフが交

まじ

わっている
ね。

3Dグラフを描く

PlotやContourPlotには、3D版
ばん

のPlot3Dや
ContourPlot3Dもある。詳

くわ

しい説
せつ

明
めい

は省
しょう

略
りゃく

する
けど、例

たと

えば、こんなかっこいいグラフも描
えが

けるよ。

ここまで入
にゅう

力
りょく

したノートブックは、後
あと

で呼
よ

び出
だ

せ
るように「File」メニューの「Save」で保

ほ

存
ぞん

しておこ
う。

今
こん

回
かい

は、マセマティカでグラフを描
えが

き、グラフの
交
こう

点
てん

を求
もと

めることと、連
れん

立
りつ

方
ほう

程
てい

式
しき

の関
かん

係
けい

を見
み

てき
た。より詳

くわ

しい情
じょう

報
ほう

は、マセマティカを起
き

動
どう

したと
きに表

ひょう

示
じ

される、情
じょう

報
ほう

へのリンクが表
ひょう

示
じ

されたウィ
ンドウから調

しら

べられるので、ぜひ見
み

てみよう。


